
令和３年度 学力向上プラン 

 

   学校名 中央区立京橋築地小学校 

 

                  学校の教育目標 

 

 

 

教育目標を達成するために学校として重点的に育成を目指す資質・能力（確かな学力向上にかかわる内容） 

 

 

 

 

令和２年度「学習力サポートテスト」や令和２年度学力向上プランの検証結果等の分析や、日常

の学習の様子等から見られる課題及び要因     

 児童・生徒の学力の課題 主な要因 

国 語 

「学習力サポートテスト」において、「書く能力」の正

答率が全国平均と同等まで向上したが、区平均からは

１０ポイント以上下回っている。筋道を立てて自分の

考えや感じたことを書くことに課題が見られる。また、

自分の考えを整理し、一定量の文章を書くことにも課

題が見られる。 

書く活動において、自分の考えを

整理し、組み立てていく経験が不

足していると考えられる。「読む能

力」にも課題が見られるため、読

み取る能力自体にも課題があると

考えられる。 

算 数 

「学習力サポートテスト」において、全ての観点の正

答率が全国平均を上回っているが、区平均と比較する

と、５年生が１０ポイント程度、６年生はさらに「関

心・意欲・態度」が大きく下回る。基礎となる計算技

能に加えて、問題解決能力に課題があると考えられる。 

筋道立てて考える力、考え方を表

現する力ともに個人差が大きい。

「関心・意欲・態度」が低いこと

が全体的な学習に影響している。

問題が解ける、説明できる、とい

う所まで理解を掘り下げて意欲を

高める必要がある。 

社 会 

「学習力サポートテスト」において、全ての観点の正

答率は全国平均と同等であるが、区平均と比較すると、

４年生が同等、５年生が５ポイント程度、６年生が１

０ポイント程度下回る。資料をもとに考えたり、活用

して表現したりする力に課題がある。知識・理解の定

着もやや不十分である。 

「関心・意欲・態度」が低いため、

全体的な学習に影響を及ぼしてい

る。児童自らが問題を追究し解決

する学習に加え、必要な資料を選

ぶことや、活用する学習経験が必

要である。 

理 科 

「学習力サポートテスト」において、４年生は区平均

と同等かそれ以上の正答率となっているが、５，６年

生は全ての観点において全国平均を５ポイント程度下

回る。「自然事象への関心・意欲・態度」の低さが全体

の課題につながっていると考えられる。 

問題解決学習を丁寧に筋道立てて

進める経験を積み上げていく必要

がある。学んだことを日常生活に

当てはめ、活用する経験の不足が

考えられる。また、既習事項につ

いて振り返る機会が不十分である

ことも考えられる。 

・学ぶ楽しさが得られる授業づくりに取り組む。 

・授業内容の工夫のほか、学習 day、放課後補習などを活用し、基礎学力の確実な定着を図る。 

・校内研究と学力向上委員会を生かした授業改善、基礎学力定着への取り組みを行う。 

 

・よく考える子   ・思いやりのある子   ・たくましい子 

 



外国語 

 

既習表現に限らず、場面・状況から判断したり想像し
たりして英語を聞き取る力の定着に課題がみられる。 
特に高学年では、自分の気持ちや考えを伝え合う場面
において英語への不安感から自信をもって発表につな
げることができない児童が多い。 

自信をもって活動に取り組めるよ
うに、繰り返し既習表現を使った
り新出単語を練習したりする場面
が少ないことが考えられる。 

体 育 

令和元年度「スポーツテスト」の結果では、50ｍ走や
20ｍシャトルランにおいて数値の高い学年が多いが、
「ソフトボール投げ」「握力」が男女ともに全国平均を
下回る学年が多い。 

住居周辺に体を動かせる場所や施
設が限られているため、多様な動
きを経験する機会が少ない。また、
スポーツ団体への所属の有無等に
よる個人差や、取り組む種目が特
化していることも要因として考え
られる。 

 

学力向上に向けた視点 年度末までの目標及び指標 

①学力基盤 
・基礎的・基本的な学習内容の確実な定着と、思考力、表現力の伸

長を図り、東京ベーシック・ドリル等における前年度までの学習内

容の正答率を80％以上にする。 

②授業改善 
・分かりやすく、確実に学力を定着させる授業をめざし、学校評価

の児童・保護者アンケートの授業に関する項目で、肯定的評価を90％

以上にする。 

③教員の指導力 
・研究授業の実施、校内ＯＪＴ組織体制を生かした研修の場を学期

ごとに設定するなど、教員同士でともに学び合い指導力の向上を図

り、授業の質を向上させる。 

④家庭との連携 
・家庭との連携のもと、学年×１０分の家庭学習の習慣を身に付け

させる。 

⑤体力向上 
・持久走、および縄跳びにおいて、学年に応じて設定する数値目標

の達成率を８０％以上にする。 

（今年度は夏期水泳と２学期の水泳中止） 

 

 

【目標達成のための具体的な取組内容】 

 

①学力基盤 

取組Ⅰ 
・表現力、判断力、思考力を育成するために、個の学びの場、学び合いの

活動の場を適切に授業に設定する。 

取組Ⅱ 

・基礎的・基本的な知識及び技能の習得・定着を図るために、授業のほか、

朝学習の時間などで、個に応じて東京ベーシック・ドリル等を活用した既

習事項の反復、立ち戻る学習を行う。（今年度は家庭学習をタブレット端

末の Classroom等を活用して行う。） 

取組Ⅲ 
・算数科における基礎・基本の確実な習得のために、夏休みや放課後に補

習教室を実施し、個に応じた指導の充実を図る。 

 



 

②授業改善 

取組Ⅰ 
・読書活動、文章を読み取る学習活動のほか、考えたことを文章にまとめ
る活動の充実を図り、読む力と書く力を育成する等、言語活動の充実を図
る。 

取組Ⅱ 
・理科や社会科等、問題解決の学習過程に沿った授業の展開を工夫すると
ともに、学習内容と実生活との関連を図り、思考力を伸長し、実感を伴っ
た学習内容の理解ができるようにする。 

取組Ⅲ 
・タブレットＰＣ等ＩＣＴ機器を活用し、数学的活動や、自分の考えを言
葉や図、式で表現する活動を工夫し、数学的な思考力を育てる。 

 

③教員の指導力 

取組Ⅰ 
・校内研究会において全学年で１回ずつ算数科の研究授業を行い、児童が
主体的に考え、児童の思考力、表現力を伸長する授業づくりに取り組む。 

取組Ⅱ 
・各教員の専門性を学び合う校内ＯＪＴ研修会を、年間を通して計画的に
実施する。 

取組Ⅲ 
・ＩＣＴ機器を授業に積極的に活用し、教育効果を高める授業を展開する。
また、全教育活動の中でプログラミング的思考を育成する機会を設け、児
童のＩＣＴ活用能力を育成する。（行事等でオンライン配信を試行） 

 

④家庭との連携 

取組Ⅰ 
・学年×１０分間の家庭学習が習慣として身に付くように、保護者会や個
人面談などを通して保護者との共通理解を図るとともに、適切な家庭学習
の課題を日常的、計画的に出し、児童に取り組ませる。 

取組Ⅱ 
・個人面談や通知表などを通して、学力調査の結果や日常の学習活動への
取組などについて、児童の個々の状況を適切に保護者へ伝えるとともに、
よりよい成長のための手だてについて共通理解を図る。 

取組Ⅲ 
・読書に親しみ、かつ読解力の向上を図るため、親子で読書期間を設ける
ことを奨励する。 

 

 

⑤体力向上 

取組Ⅰ 

・縄跳びカードを活用し、学年ごとの達成目標を設定して個々の技能に応
じた指導の充実を図る（縄跳びカードの活用等で４・５・６年生の達成率
は４割以上を目指す）。また、縄跳び講師の招聘により、縄跳びに対する
意欲・関心を高める。 

取組Ⅱ 
・持久走カードの活用や、持久走重点週間の設定、体育の授業に継続的に
持久力を高める運動を取り入れることで、児童の意欲と体力の向上を図
る。 

 
 

 

 

 

 



 

 

【取組結果の検証】 

 

学力向上に向けた視点 取組の成果 取組の課題及び解決策 

① 学力基盤 

基礎的・基本的な知識及び技能の

習得・定着を図るために、授業の

ほか、各学年で年６回の放課後の

補習教室を実施した。東京ベーシ

ック・ドリル診断テストの正答率

は学年に差があり50～70％であっ

た。 

タブレット端末も活用し、東京ベー

シック・ドリルやドリルパーク、既

習事項の反復学習を行う。診断テス

トの結果を基に、弱点を中心に基礎

学力の向上を図る。次年度は週１回

の朝学習の時間を設定し個に応じた

学習の充実を図る。 

②授業改善 

中央区研究奨励校として全教員で

授業改善に取り組んだ。学校評価

児童アンケートの「授業の内容が

よくわかりますか」の項目で「よ

くわかる」「わかる」の合計が

94.3％となった。 

校内研究の主題である「主体的に考

え、表現する児童の育成」に向けた

取組を継続し、自分の考えを、多様

な方法で表現し、対話を重視した活

動を積極的に取り入れ、授業内容の

さらなる向上に努める。 

② 教員の指導力 

全学年において年１回の研究授業

を実施した。感染症対策をしなが

らオンラインも活用し、研究授業

や協議会を行うなど、授業力の向

上への取組を重ねることができ

た。 

日常的に教員相互が授業を観察した

り、放課後の時間にＯＪＴを行った

りするなど、日頃から組織的な資

質・能力の向上に取り組む。特に若

手教員の指導力向上のため、主幹教

諭、主任教諭が意識的に助言・指導

を行っていくようにする。 

④家庭との連携 

保護者会や個人面談等で理解と協

力を得るように努め、個人差はあ

るが家庭学習の習慣化は進んでい

る。 

個に応じた家庭との連絡を継続する

ほか、タブレット端末の活用も含め

た家庭学習の内容の工夫を図る。 

⑤体力向上 

持久走、及び水泳においては、コ

ロナ感染症予防のため十分な機会

を設けることができなかったが、

縄跳びに重点的に取り組み、意欲

や技能、持久力に向上が見られた。 

感染症防止で活動に制限がある中で

も、日常の体育の授業に持久走や縄

跳びを意識した体づくりの運動を取

り入れるなど、児童が丈夫な体をつ

くるために、継続して意欲的に取り

組める活動の場を設ける。 


